
釜石祥雲支援学校 ICT 活用実践 生活単元学習 

 

 

学習活動                                           

「復興ひまわりプロジェクト」 

ひまわりを栽培し、大震災の際に支援していただいた学校や地域の施設に届ける。 

 

活用の目的                                          

○地域の各施設に生徒代表の 1名がひまわりを届けてきた様子を、iPad2で撮影し他の生徒に紹介する。 

○地域の方の感謝の声を生徒に紹介する。 

 

活用の実際と工夫                                       

○iPad2でひまわり贈呈の様子を撮影し、帰校後すみやかに他の生徒に紹介した。 

○感謝の声を撮影し、喜びを前生徒で共有できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用の効果  ○効果 ●課題                                 

○学校に戻って生徒たちに見せると、皆さんが喜んでくれる様子に歓声を上げたり、拍手をしたりしていた。 

○最もシンプルかつ効果的な使い方だが「記録」は ICTの力を最大限に発揮する機能である。 

ひまわり贈呈の様子を写真・動画を撮影した。それだけであるが、すみやかに紹介

するのには非常に役立つ。ビデオやデジタルカメラをテレビに接続することなく視

聴できる。また、強調したい箇所を拡大表示できる。 


